
11
月
５
日
・
６
日
、
県
議
会
閉
会

中
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
５
日
の
厚

生
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、
二
つ
の

項
目
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

第
２
次
山
形
県
循
環
社
会
形
成
推

進
計
画
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
計
画

で
す
が
、
現
在
中
間
見
直
し
の
検
討

中
で
す
。
一
般
廃
棄
物
の
現
状
、
課

題
に
つ
い
て
秋
葉
淳
一
郎
循
環
型
社

会
推
進
課
長
は
、
「
生
活
系
ご
み
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
の
取
り
組
み
な

ど
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
事
業

系
の
ご

み
は

増
加
し

て
い
る

。
」

「
こ
れ
ま
で
個
別
の
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
た
事
業
系
ご
み
の
減
量
に
つ
い

て
組
織
的
な
取
り
組
み
も
検
討
し
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
、
「
ご
み
は
発

生
抑
制
が
基

本
だ
と
考
え
る
」
「
資

源
循
環
に
関

わ
る
産
業
の
育
成
や
振
興
も
重
要
。
」

「
県
の
役
割
が
大
き
い

」
と
発
言
。

秋
葉
課
長
は
、
「
排
出

さ
れ
た
も
の

を
資
源
と
し
て
活
用
す

る
研
究
開
発

や
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
活
動
な
ど

一
定
努
力
や
支
援
策
が

あ
る
が
、
全

体
と
し
て
循
環
型
産
業

の
創
出
育
成
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
含
め
今
後

強
化
す
る
方
向
で
あ
る

」
と
い
う
趣

旨
の
答
弁
を
し
ま
し
た

。

県
は
、
今
年
度
妊
娠

、
出
産
、
育

児
に
関
わ
る
相
談
や
ケ

ア
に
当
た
る

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
養

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
妊
婦
の
継

続
的
把
握
や
関
係
機
関

へ
の
つ
な
ぎ
、

要
支
援
者
へ
の
支
援
プ

ラ
ン
作
成
な

ど
の
業
務
を
担
い
ま
す

。
人
口
の
少

な
い
自
治
体
で
は
、
す

で
に
妊
婦
の

状
況
把
握
な
ど
が
実
質

的
に
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
今
年
度

の
取
り
組
み
状
況
を
質

問
し
た
の
に

対
し
、
堀
弘
幸
子
ど
も

家
庭
課
長
は

「
本
年
度
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養

成
を
図
る
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て

、
山
形
市
、

山
辺
町
、
朝
日
町
の
３
自
治
体
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
お
り
、

来
年
度
は

11
市
町
村
ほ
ど
が
手
を
あ

げ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
私
は
、

「
出
産
や
子
育
て
に
関
わ
る
不
安
の

解
消
や
虐
待
防
止
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
の
で
、
進
め
て
ほ
し
い
」
と
発

言
し
つ
つ
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
る
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
さ

ん
た
ち
の
確
保
」
「
産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
と
こ
ろ
や
助
産
院
な

ど
の
少
な
さ
」
の
課
題
に
つ
い
て
も

指
摘
し
ま
し
た
。

堀
課
長
は
「
確
か
に
助
産
師
さ
ん

は
病
院
勤
務
が
多
い
。
助
産
施
設
の

広
域
的
利
用
な
ど
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

10
月
６
日
に
慰
安
婦
問
題
に
対
す

る
適
切
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
が

自
民
党
か
ら
発
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
発
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

10
月

22
日
、
本
会
議
で
の
質
疑
の
保
障
を

議
長
へ
求
め
ま
し
た
。

県
議

会

12
月
定

例
会
は

12
月
３

日
開
会
予
定
で
請
願
締
め
切
り
も
同

日
で
す
。
今
議
会
で
は
私
、
渡
辺
ゆ

り
子
が
予
算
特
別
委
員
会
の
質
問
に

立
つ
予
定
で
準
備
中
で
す
。
日
程
、

内
容
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
と

保
育
団
体
の
意
見
交
換

11
月
５
日
、
県
内
の
保
育
関
係
団

体
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
保
育
士
さ
ん
の
処
遇
改
善

で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、
民
間
の

認
可
保
育
園
の
園
長
さ
ん
た
ち
で
す
。

共
通
し
て
出
さ
れ
て
い
た
の
が
、
保

育
士
さ
ん
確
保
が
一
段
と
困
難
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
実
態
で
す
。
「
公
立

に
負
け
な
い
、
そ
れ
以
上
に
保
育
の

質
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
る
」
と

語
る
一
方
で
「
担
い
手
で
あ
る
保
育

士
さ
ん
は
募
集
し
て
も
応
募
が
な
い

状
態
。
給
与
水
準
や
住
宅
手
当
の
有

無
な
ど
で
他
県
に
流
れ
て
し
ま
う
」

と
話
が
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
、
現
在
、

保
育
士
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
中
で
す
。
新
制
度
で
の
変
化
に
対

す
る
す
る
戸
惑
い
も
あ
る
一
方
、
県

の
施
策
に
対
す
る
期
待
も
大
き
い
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
14
日(

土)

「
過
労
死
防
止
を
考
え
る
山
形
の
集

い
」
に
参
加
。
実
行
委
員
会
主
催
で

弁
護
士
、
医
師
に
よ
る
講
演
や
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
14
日(

土)

山
形
県
保
険
医
協
会
主
催
、
醍
醐
聰

氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る

講
演
「
社
会
保
障
の
財
源
を
考
え
る

〜
実
行
可
能
な
代
案
を
提
言
〜
」
に

参
加

11
月
15
日(

日)

「
教
育
の
つ
ど
い
」
「
手
わ
た
そ
う

子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
」
渡

辺
治
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
に

よ
る
講
演
会
に
参
加
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合

意
に
不
安
続
出

た
た
か
い
は

こ
れ
か
ら

県
が
開
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
る
県
内
農
林
水
産

業
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
の
地
域
別
説
明
会

（
11
月
６
日
村
山
地
域
）

に
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

畜
産
、
水
稲
な
ど
の

生
産
者
か
ら
様
々
な
不

安
が
出
さ
れ
る
と
同
時

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
前
か
ら

の
農
業
に
対
す
る
施
策

や
基
本
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
せ
な
い
現
政
権

に
対
す
る
い
ら
だ
ち
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
に
は
、
国

会
閉
会
中
の
参
院
予
算

委
員
会
で
日
本
共
産
党

の
紙
智
子
参
院
議
員
が

農
家
の
声
を
代
弁
し
て

い
ま
し
た
が
、
臨
時
国

会
も
開
こ
う
と
し
な
い

安
倍
政
権
の
国
民
軽
視

の
姿
勢
に
怒
り
を
禁
じ

え
ま
せ
ん
。

大
筋
合
意
は
、
最
終

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
が
批
准
し
な
け
れ
ば

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
発
効
し
ま
せ

ん
。
た
た
か
い
は
こ
れ

か
ら
で
す
。

ゆ
り
子
の視点
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